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リード・ラグ効果とは, 2つの時系列データの間に時間差をもって相関関係が現れる現象のこと
である. 金融データでは, 2つの資産間で新情報が価格に織り込まれる速度に差がある場合などに,

その速度の差としてリード・ラグ効果が現れるとされている. 例えば,株価指数とその先物の間に
は,先物の価格が先行するというリード・ラグ効果が観察されることが,多くの実証研究で古くか
ら指摘されている (Kawaller, Koch & Koch (1987), de Jong & Nijman (1997)など).

近年,技術発展によって金融市場では取引の高速化が進み,過去の研究では週次や日次のスケー
ルで観測されていたリード・ラグ効果が消滅していることが報告されている (Tóth & Kertész,

2006). 従って,金融データにおけるリード・ラグ効果の発見のためには,日内での取引データのよ
うなより微小なスケールのデータ,すなわち (超)高頻度データの分析が必要となる.

このような背景を動機として,本報告では, Hoffmann, Rosenbaum & Yoshida (2013)で提案され
たリード・ラグ効果のモデルにおいて,観測誤差あり・タイムラグが微小であるという状況を考え,

そのような状況の下でリード・ラグ効果を推定する方法を提案する.
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